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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成28年
　６月30日

売上高 （千円） 1,722,152 1,874,667 15,291,790

経常利益又は経常損失（△） （千円） △352,579 △75,087 4,575,466

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △245,207 △46,981 3,227,958

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △461,993 36,994 2,834,231

純資産額 （千円） 18,512,071 20,695,505 21,808,296

総資産額 （千円） 22,471,337 24,558,607 25,870,073

１株当たり四半期純損失（△）又

は１株当たり当期純利益
（円） △10.88 △2.08 143.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － 143.06

自己資本比率 （％） 82.3 84.2 84.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △337,657 726,319 3,083,029

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △35,875 △69,584 △368,782

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,037,390 △1,150,114 △1,038,380

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,066,332 7,472,073 7,967,900

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第54期第１四半期連結累計期間及び第55期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

　１.業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国では、引続き雇用や個人消費が堅調に推移し、欧州でも、全

体としては緩やかな景気回復が続きました。中国および新興国の経済は、回復を示す指標が一部見られるものの、全

体では減速基調が続きました。一部地域での地政学的リスクに加えて、英国のＥＵ離脱決定等に見られる各国の政治

リスクの高まりなども今後の世界経済の先行きへの不透明感を高めております。

わが国経済は、雇用環境は良好であり、企業収益は底堅く推移しておりますが、消費は伸び悩み、設備投資に力強

さを欠いていることなど、まだ足踏み状態が続いております。また、年初からの円高傾向が企業収益の先行きへの懸

念を生じさせております。

当社グループの主要販売先である半導体業界では、メモリーの需給がタイト感を増しスポット価格が上昇に転じた

こと、また大手ファウンドリの業績も好調であったことから、今後の設備投資の拡大が期待されます。

当社グループが参入しているその他の事業領域に関しては、ＦＰＤ業界において、旧ラインの生産停止による液晶

パネルの生産調整が進捗しつつあり、足元の需給環境に改善がみられるとともに、有機ＥＬパネルへの移行が始まっ

ています。

このような状況下、当第１四半期連結累計期間の売上高は18億74百万円（前年同期比8.9％増加）となりました。

品目別に見ますと、半導体関連装置が12億37百万円（前年同期比33.9％増加）、その他が１億８百万円（前年同期

比56.1％減少）、サービスが５億28百万円（前年同期比4.0％減少）となりました。

連結損益につきましては、営業損失が77百万円（前年同期は営業損失３億45百万円）、経常損失が75百万円（前年

同期は経常損失３億52百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失が46百万円（前年同期は親会社株主に帰属する

四半期純損失２億45百万円）となりました。

 

　２.財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は245億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億11百万円減少

いたしました。これは主に、仕掛品が７億61百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が19億77百万円減少したこ

とによるものであります。

負債につきましては、当第１四半期連結会計期間末残高は38億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億98百

万円減少いたしました。これは主に、前受金が７億11百万円、賞与引当金が１億61百万円増加したものの、未払法人

税等が７億94百万円、支払手形及び買掛金が１億81百万円、役員賞与引当金が１億60百万円減少したことによるもの

であります。

株主資本にその他の包括利益累計額及び新株予約権を加えた純資産合計は206億95百万円となり、また自己資本比

率は84.2％となりました。

 

　３.キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ４億95百万円減少し、74億

72百万円となりました。当第１四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のと

おりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、７億26百万円の収入（前年同期は３億37百万円の支出）とな

りました。これは主に、売上債権の減少額19億77百万円、前受金の増加額７億12百万円、賞与引当金の増加額１億61

百万円などの収入要因が、法人税等の支払額８億28百万円、たな卸資産の増加額７億12百万円、仕入債務の減少額４

億34百万円などの支出要因を上回ったことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、69百万円の支出（前年同期比94.0％増）となりました。これ

は、有形固定資産の取得による支出54百万円などによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、11億50百万円の支出（前年同期比10.9％増）となりました。

これは主に、配当金の支払額11億49百万円などによるものであります。
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　４.事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の当社グループの対処すべき重要な課題は

ありません。

 

　５.研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は３億32百万円であります。なお、当第１

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,571,600 23,571,600
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,571,600 23,571,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成28年７月1日

～平成28年９月30日
－ 23,571,600 　　　　　－ 931,000 　　　　　－ 1,080,360

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直

前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,026,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  22,541,800 225,418 －

単元未満株式 普通株式       3,000 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数           23,571,600 － －

総株主の議決権 － 225,418 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

 

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
(％）

レーザーテック

株式会社

神奈川県横浜市港北区

新横浜二丁目10番地１
1,026,800 － 1,026,800 4.35

計 － 1,026,800 － 1,026,800 4.35

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

レーザーテック株式会社(E01991)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,030,620 7,536,263

受取手形及び売掛金 3,613,133 1,635,793

仕掛品 4,392,408 5,153,695

原材料及び貯蔵品 1,224,751 1,176,275

繰延税金資産 776,831 798,751

その他 765,855 1,052,144

貸倒引当金 △3,752 △2,316

流動資産合計 18,799,848 17,350,607

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,828,786 1,799,045

機械装置及び運搬具（純額） 4,417 3,753

工具、器具及び備品（純額） 417,630 369,804

リース資産（純額） 3,740 3,410

土地 4,254,773 4,254,773

建設仮勘定 14,453 18,394

有形固定資産合計 6,523,802 6,449,183

無形固定資産 48,717 117,274

投資その他の資産   

投資有価証券 324,967 440,684

長期未収入金 ※ 73,334 ※ 73,334

繰延税金資産 60,501 81,209

その他 39,097 46,510

貸倒引当金 △195 △195

投資その他の資産合計 497,704 641,542

固定資産合計 7,070,225 7,207,999

資産合計 25,870,073 24,558,607
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 909,233 727,767

未払法人税等 880,398 85,645

前受金 1,071,163 1,782,866

賞与引当金 － 161,289

役員賞与引当金 160,000 －

製品保証引当金 196,380 173,164

その他 622,306 705,791

流動負債合計 3,839,482 3,636,525

固定負債   

退職給付に係る負債 196,484 203,259

その他 25,810 23,316

固定負債合計 222,295 226,575

負債合計 4,061,777 3,863,101

純資産の部   

株主資本   

資本金 931,000 931,000

資本剰余金 1,080,360 1,080,360

利益剰余金 20,804,057 19,607,290

自己株式 △976,139 △976,139

株主資本合計 21,839,277 20,642,510

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 112,137 195,632

為替換算調整勘定 △164,617 △164,135

その他の包括利益累計額合計 △52,479 31,496

新株予約権 21,498 21,498

純資産合計 21,808,296 20,695,505

負債純資産合計 25,870,073 24,558,607
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 1,722,152 1,874,667

売上原価 1,044,026 970,523

売上総利益 678,125 904,143

販売費及び一般管理費 1,023,868 981,532

営業損失（△） △345,743 △77,388

営業外収益   

受取利息 544 475

固定資産賃貸料 405 433

為替差益 － 10,757

その他 1,480 264

営業外収益合計 2,430 11,930

営業外費用   

支払利息 － 139

ゴルフ会員権評価損 3,000 －

為替差損 6,267 －

固定資産除却損 － 9,489

その他 0 －

営業外費用合計 9,267 9,629

経常損失（△） △352,579 △75,087

税金等調整前四半期純損失（△） △352,579 △75,087

法人税、住民税及び事業税 23,632 48,605

法人税等調整額 △131,005 △76,711

法人税等合計 △107,372 △28,105

四半期純損失（△） △245,207 △46,981

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △245,207 △46,981
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △245,207 △46,981

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △163,165 83,494

為替換算調整勘定 △53,620 481

その他の包括利益合計 △216,785 83,976

四半期包括利益 △461,993 36,994

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △461,993 36,994

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △352,579 △75,087

減価償却費 54,071 83,994

貸倒引当金の増減額（△は減少） △161 △1,450

賞与引当金の増減額（△は減少） 140,505 161,289

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △151,000 △160,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △45,668 △22,338

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20,613 6,682

受取利息及び受取配当金 △544 △475

支払利息 － 139

為替差損益（△は益） △1,355 △279

ゴルフ会員権評価損 3,000 －

売上債権の増減額（△は増加） 331,062 1,977,513

たな卸資産の増減額（△は増加） △555,273 △712,576

仕入債務の増減額（△は減少） △239,513 △434,345

前受金の増減額（△は減少） 1,437,366 712,473

その他 △115,226 18,538

小計 525,296 1,554,078

利息及び配当金の受取額 583 818

利息の支払額 － △139

法人税等の支払額 △863,537 △828,437

営業活動によるキャッシュ・フロー △337,657 726,319

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △64,190

定期預金の払戻による収入 － 64,190

有形固定資産の取得による支出 △28,365 △54,269

無形固定資産の取得による支出 △7,510 △15,315

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,875 △69,584

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,037,060 △1,149,784

その他 △330 △330

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,037,390 △1,150,114

現金及び現金同等物に係る換算差額 △60,032 △2,446

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,470,956 △495,826

現金及び現金同等物の期首残高 6,537,289 7,967,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 5,066,332 ※ 7,472,073
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　長期未収入金

(1) 長期未収入金の概要

　横浜市企業立地等促進特定地域における支援措置に関する条例第10条及び第11条に基づき、平成20年12

月12日に報告した確定投下資本額について、平成21年１月15日に認定を受けた助成金の交付額の総額

732,566千円を10年間に分割して交付されることになりました。当第１四半期連結会計期間末までに受領

済の交付金９回分659,232千円を除いた残額73,334千円を長期未収入金として計上しております。

　なお、各年の助成金交付額は毎年当社の申請により横浜市の予算状況により決定されるものでありま

す。

(2) 認定の内容

認定の年月日及び番号

平成21年１月15日経観誘国第407号

認定された投下資本額 　7,325,667千円

助成金の交付予定額 732,566千円

(3) 認定事業者の条件

　横浜市企業立地等促進特定地域における支援措置に関する条例第13条により、認定事業者は、企業立地

等に係る事業を開始した日から原則として10年を経過する日までの間、当該企業立地等に係る事業を継続

しなければならないとされています。

(4) 当第１四半期連結会計期間末において当助成金の適用を受けて有形固定資産の取得価額から控除してい

る圧縮記帳額

土地  400,000千円

建物及び構築物  324,566 

機械装置及び運搬具  8,000 

圧縮記帳額合計  732,566 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 5,136,752千円 7,536,263千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △70,420 △64,190

現金及び現金同等物 5,066,332 7,472,073

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年７月１日　至　平成27年９月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月28日

定時株主総会
普通株式 1,037,060 46 平成27年６月30日 平成27年９月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年７月１日　至　平成28年９月30日）

 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月28日

定時株主総会
普通株式 1,149,784 51 平成28年６月30日 平成28年９月29日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年７月１日　至 平成27年９月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成28年７月１日　至 平成28年９月30日）

当社グループの事業は、検査・測定装置の設計、製造、販売を行う単一のセグメントであるため、記載を省

略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純損失 10円88銭 2円08銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失

（千円）
245,207 46,981

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（千円）
245,207 46,981

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,544 22,544

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   
平成28年11月９日

レーザーテック株式会社    
 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 由　水　雅　人　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大和田　貴　之　　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているレーザーテック

株式会社の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、レーザーテック株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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